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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・米　2.5合　・だし汁　500cc　・ゆでたけのこ　小１本 

・薄あげ　１枚　・しょうゆ　大さじ２　・酒　大さじ２ 

・みりん　大さじ1　・塩　少々 

・木の芽（あれば）適量 

たけのこご飯 
　5月17日は、高山祭りといい「戸外で飲食すると

運が開ける」といわれ、たけのこ料理や煮物やいわ

し料理を持ち寄って食事をしていました。今回は、

今が旬の「たけのこ料理」をご紹介します。 

①米は研いでザルにあげ、水切りしておく。 

②たけのこの穂先は、たて半分に切って薄切りにし、他の

　部分は薄くいちょう切りにする。 

③薄あげは油抜きをして、せん切りにする。 

④炊飯器に①の米とだし汁、調味料を入れてさっと混ぜ、

　②③の材料も加えて炊く。 

⑤充分に蒸らして器に盛り付け、木の芽を散らす。 

 
※たけのこのゆで方 
・たけのこの穂先を斜めに切り落とし、実を傷つけないよう
　にたてに包丁で切り目を1本入れる。 
・鍋に水と米ぬかひとつかみ（または米の研ぎ汁）、赤とうが
　らし１本、たけのこを入れる。 
・水加減はたけのこがかぶる位にし、落し蓋をして中火で１
　時間位ゆで、火を止めてそのまま冷ます。 
・冷めたら皮をむいてよく水洗いする。 
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 
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。
こ
の
屋
根
を
親
子
二
代
に
わ

た
っ
て
守
り
続
け
て
き
た
の
が
鈴
木

弘
さ
ん
で
あ
る
。 

　
鈴
木
弘
さ
ん
は
大
正
十
四
年
二
月

二
十
八
日
関
川
村
下
関
渡
辺
三
郎
の

二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
親
は
屋

根
葺
職
人
で
あ
っ
た
。
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。
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れ
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。
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な
る
に
は
十
年
は

か
か
る
と
い
う
木
羽
割
と
屋
根
葺
き

で
あ
る
。
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。
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節
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あ
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。
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。
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瓦
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潟
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潟
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。 

○
鈴
木
家
の
系
図 

　
初
代 

　
鈴
木
三
郎
―
弘
―
力 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

こ
け
ら 




